
法隆寺出土土器の調査

平城宮跡発掘調査部

平島氏宮跡発抑制査部考古第二制査室は， l昭和ssir10月に行なわれた法隆寺l昭和大修恕発見資

料肢に際し ， 法隆寺所放の土\l:｛類の制査を行なう機会を仰た。ここでは束院地区（絵殿・舎利殿
① ・伝法1t）のI也下ill椛から発見された土治拡1 ， 西院金�；；；ーから出土した緑覇h門前脱 ， 東室・来院北

室院i封土の黒色土器・瓦採について紹介する。

東院地区（絵殿 ・ 舎利殿 ・ 伝法堂）出土土器 絵殿・舎利般の馬道近辺で検出されたチ1戸からl:B
土した土器には，土陥1\r.-l怒A(!S）・高杯・iiw器杯B(S ・ 9）・夜B(12）・査Q(13) ·filKがあ

る。l時代的には ， 平成宮Hのl時期に相当する。多くは平成宮・平城京出土の土器と共通する。

12は長石粒を含むねっとりしたi治土であり ， 美濃地方肢であろ字。このチI＇戸の西北で検出され
た大穴の担！土からは， 平城？吉田と共通する土師総杯A(14) · llll・�巨B・鍋がJl:＼土している。こ

の他， 出土地点. 10位はりjf,{I:ではないが， 京税f:ilill時のffil立』主建物の柱指TIJfi・ti:浪臨IF・�J也土

から出土したと思われる土日l}!fj'iには， 土mu椛111LA ( 5） ・ 鈎A(3・4）・！m C ， 須rJ:t協杯A (1 • 2) 

・柄、B謎（6 ・ 7）・JlllE(lO）・平瓶（11）があり， 3f·!ll:;!,; II～Illの時期lに比定される。10は灯明11ll,

他にl lと同形tiliで口幸正剖lを打ち火き， Xii.’l'l'\l:-1とした例がある。

来院は， 縁起によれば，天平l tlf八角堂のi'ii立をもって完成したとされる。柱穴・整地土か

らIJj土した土保の年代とも 一致する。ただlllii&のj\cー戸及び�I＇戸西北の大穴は， l磁北に対して20

皮西｛而する狐！立ね建物群と同II寺J自Iで， 斑鳩＇ii{のH寺J�Jの遺構である可能性が向いとされている。

しかし， 今回調査した土総類の大半は奈良l時代iiiJ主I三のものであり ， 斑NY＆；のl時JUJに相当する逃

物はまったくなかった。特に井戸出土の完）fあ＇，i＇，に近い土\l:tは井戸l民から出土しており ， これら
の土慌の年代がS世紀初Jめまで下ることから， j＼：戸. �I＇戸山北の大穴の年代も再検討の余地を

残す。
金堂出土緑秘円面硯 l昭和26年・金裳の大修l!Hに伴うJ也下発掘で， 基出土中から出土したもの

である。表裂に！写く線車11がかかるが， 銀化してllt初日色を竪する。JI台土は灰斑色で， 白色・黙色
粒子を含み ， 幾分砂っぽく， i＼止陶系の焼成である。｜峻rmは筏21cmに復l反され ， 台部には21本

の妙、！聞がつくと考えられる。硯部外淀外商に小さな竹管状の門文を付し， 脚上端には桁｜司状の

l盗起をl庖している。

黒色土器 東室出土品で， 鈍・皿－
I,＇�台付llllがある。いずれも内外部黒

色処理I＼している。出土状況は不明だ
が， 瓦撚との関連が考えられるl 1 世

紀の資料として注目される。16は口

縁部内外而を丁寧にヘラ陪きし． 日t 金常111土録制l内而硯突測図
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＊は平滑である。 底部外国 は不調整， 口径14.9Cm 7与さ 5. gem。 22はJiilで ， 外而に 3回わけ

のへラ ／l!iきを施す。内面 は底部 から口縁部下半にかけて ， ジグザグ状を重ねた怖の太いヘラ n;v

きを行なう。 口径10. 3cm, if:fiさ2. ocm。 20は日く外方にふんばる高台がつく Jiilで笹；なヘラl傍

きを施す。 底部内而はロ縁部 より先に， ジグザグ状 に隙〈。Jl'!iき は荷台内而， 底部外商 にも行

ない ， －mmi台外而にも及ぶ。 口径IO. 5 cm ， おさ2. 9 cm。 21は20より小型である。 口径8. 9 

cm ， 高さ2. I cm。 25は小椀で， 内外而僚なヘラ隠きを施す。 口径 8.6 cm, i':iさ3.8 cm。

瓦器 ilii ·Jnlの他， 燭台がある。 26が北安院UHニの他は来室出土である。l時JU！的には， l 1·1!!: 

紀から141.!!；紀代までを含む。 瓦t法的は， 口縁告fl上端はt3iなでし ， 内面は乱方向のなで ， 外Tiiiは

不制強でつくり，
へ ラ磨きを加える。JI台土は細かく ， 黒色土総に小砂粒が多いのと は兵なる。

形態・法公， 口縁部内外商のヘラ賠きの状況から， 高い向台をもち ， 磨きが内外聞とも密なも

の（17） ・ 荷台が断面三角形状で低〈 ， ｝店きが内面 wで外面籾なもの（18） ・ 法iil:も 小さく なり，

内外商ともJ苔きが粗なもの（23 ・ 24）・外国のJl』きがほとんど省略されたもの（1のがあり， この

順で年代が新しくなると思われる。 ！？の版部内商 には斜絡子状のllt:r文を ， ロ縁miのl白きより先

に施す。 口径15. 4 cm ・ 高さ 6. 2 cm。 18・ 23 ・ 24 はl底部内函にラセγII古文がある。 18は口径

JS. ocm・1切さ5. 5cm, 241ま口i圭14. ocm • 1::iさ4. 9cm, 19は口f圭12.4cm • �：fiさ2. 7cm。 26 ・

27は小椀で ， 26は口縁部外国を 4回わけで符；に！日’く。 底部内聞 はジグザグ状のIll；；文をj庖す。 口

径8. 6Cffi ・ �
：

riさ3. 6Cffi。 27は底部内而はラセγ陥文 ， 口径10. ocm， 高さ3.4Cffi。 281まJiilで ，

口縁部内面を粗＜ l百き ， l底部内而はジグザグ状の1111文を仰す。 口径ワ. 2cm ・ 同さI.gem。 29は

燭台 と思われ ， ほぽ中央に径4mmの小孔がある。 （安田龍太郎・�足 淳一日I!)
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:Jli院チ｜戸出土の四耳自＇if. 金堂出土緑車Ii門而硯
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